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突然死とは



心臓突然死



急性虚血性心疾患



法医学の問題



なぜ診断が難しいのか



判断がつかないことが頻繁にある
コントロール群 急性虚血性心疾患群



研究の発想



研究目的



調べた分子①



調べた分子②



研究デザイン





心臓突然死の症例では、
心筋細胞における8-OHdGの陽性細胞数が、明らかに多かった



結果②



心臓突然死の症例では、血中のNT-proBNP濃度が、
その他の死因群と比べて明らかに高値であった



重要ポイント



研究の意義



社会的意義



研究イメージ



まとめ



今後の研究
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